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首都

大
阪
藍
に
市
民
団
律
な
ど

関
西
雪
見
役
員
ら
の
金
野
茎
話
題
で
、
市
民
団
体
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
重
義
人
3
2
7

2
人
に
よ
る
八
本
誠
前
会
長
ら
幾
人
へ
の
告
発
状
が
幾
日
、
大
阪
地
検
に
提
薗
さ
れ
た
。
代
理

人
の
1
人
の
井
手
謙
一
弁
護
士
連
大
脇
市
で
開
い
た
委
棄
で
「
聾
を
）
是
正
す
る
に

は
強
制
的
み
藩
男
を
使
っ
て
徹
底
的
に
事
実
を
暴
き
出
さ
蒸
け
れ
ば
な
ら
寒
い
」
と
述
べ
、
家

宅
摺
秦
な
ど
の
撞
隈
を
持
つ
検
察
に
親
得
を
示
し
た
。
－

1
2
人
窓
語
弊
幅
竃
藻
町
の
元

助
役
森
襲
藩
氏
（
故
人
）
薄

ら
1
億
謡
以
上
の
金
品
を
受
抜

取
っ
て
い
た
豊
松
秀
己
一
語
馨

長
、
鈴
木
聡
元
常
務
彊
賞

の
ぼ
か
、
八
木
寅
や
善
根
茂
樹

曹
長
ら
。
容
疑
と
対
象
人
数
窓
会
社
法

違
反
（
聾
）
荻
4
人
、

醤
柱
が
8
人
、
同
法
違
反
（
収

賄
）
が
4
人
、
薪
得
琵
法
違
反

が
7
人
。
関
電
練
1
0
早
八
木

民
ら
2
0
人
が
聾
億
2
千
万

円
相
当
の
全
量
肴
要
請
し
た
と

す
る
調
査
報
生
昌
を
公
表
。
告

発
対
象
は
氏
名
茹
明
ら
か
に
さ

ね
た
職
人
に
絞
っ
た
。

特
別
背
任
や
背
任
の
容
疑

は
、
森
山
氏
が
轟
闇
を
務
め
た

と
さ
れ
る
高
浜
町
の
建
設
会
社

「
吉
田
開
発
」
に
原
髪
鰯
遵
工

事
費
を
水
増
－
義
経
し
た
上
で

還
流
さ
せ
、
関
軍
は
損
害
を
与

え
た
疑
い
。
肘
詣
馨
嬢
は
森
山

氏
に
工
事
惰
蟄
霊
靂
C
、
吉

田
露
語
多
額
の
工
事
を
発
注

し
た
見
返
芝
憂
苦
嬰
尋
霞
取

っ
た
疑
い
。

園
霊
の
調
査
報
告
書
清
ま
る

と
、
2
瑠
1
4
年
9
月
～
瑠
隼

1
2
号
吉
田
開
発
が
受
注
し
た

星
毒
筆
莱
本
部
の
発
寵
丁
事

計
…
3
件
（
一
墾
醒
茎
寮
を

遠
望
轟
注
を
含
む
）
梯
う
ち
、

続
件
で
聾
局
恕
欝
に
エ

裏
情
報
を
伝
え
て
い
た
。

金
漠
国
税
局
の
調
査
で
は
、

末
孫
罵
罷
対
し
青
田
開
発
か
ら

約
3
億
電
話
渡
っ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。

市
民
団
体
接
「
閏
年
の
原
発

マ
ネ
ー
不
正
醤
口
発
す
る

全
。
幻
都
連
府
県
か
ら
告
発

人
が
集
ま
り
、
最
多
は
大
阪
寝

の
7
9
5
人
だ
っ
た
。

代
理
人
に
娃
井
戸
弁
護
士
の

ほ
か
、
重
昂
電
力
福
島
第
1
寝

発
事
故
で
東
電
旧
経
営
陣
ら
を

吐
露
・
土
嚢
し
た
「
福
島
原
発

吐
露
壁
の
演
台
弘
之
垂
語
王

ら
が
就
い
た
。

関
寵
、
社
債
発
行
で
き
ず

3
メ
ガ
蝕
が
資
金
麗
り
支
援

園
望
弄
都
、
資
金
請
達
手

段
の
桂
と
僅
掃
精
げ
る
社
債
を

奏
上
、
発
行
で
き
捻
く
恕
っ

豊
麗
認
諾
韻

の
建
設
会
社
「
吉
田
開
発
」
が
2
0
1
8

年
阜
金
沢
国
税
局
の
強
調
顔
壷
を
受

け
、
聞
置
役
員
ら
が
町
の
元
助
役
森
山
栄

治
氏
か
ら
多
額
の
金
品
を
受
領
し
て
い
た

こ
と
が
発
賞
し
た
。
八
木
誠
会
長
は
今
年

同
月
9
日
定
型
罷
任
。
但
大
鼓
二
刀
検

事
総
長
が
委
員
長
を
務
め
る
第
三
善
書
安

全
が
調
査
し
て
話
す
、
竃
罵
厨
萱
憲

茜
義
理
目
荷
で
辞
任
す
る
予
定
。
福
井

県
が
設
誼
し
た
溺
適
委
貴
会
は
目
鼻
、
現

盤
蔀
と
一
番
蔀
ら
計
1
0
．
9
人
糞
讃

氏
か
ら
現
金
や
遭
答
品
を
受
け
取
っ
て
い

た
と
の
謹
一
室
墨
公
表
し
た
。

て
い
る
こ
と
謡
1
3
日
、
分
か
っ

た
。
役
員
ら
鍔
金
口
認
嶺
問
題

で
禽
露
語
荻
欠
陥
が
あ
ら
わ

に
な
り
、
保
険
会
社
な
ど
の
畿

関
投
資
家
が
親
電
の
費
蓮

遠
し
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
み

ら
れ
る
。
関
係
書
に
よ
る
と
、
み

ず
ほ
銀
軍
三
菱
U
F
J
銀
行

三
井
壁
墨
客
の
3
メ
ガ
バ
ン

ク
聖
霊
皆
重
富
す
る
た

め
、
Ⅱ
月
末
に
合
計
1
千
億
蜜

の
協
調
穀
資
を
実
施
し
た
。

関
宮
盤
「
震
謹
選
の
露

を
受
け
、
藍
の
発
行
を
一
蒔

的
に
見
送
っ
て
い
る
が
、
当
面

の
賞
金
謹
選
に
国
選
は
な
い
」

と
し
て
い
る
魯
電
力
金
程
は
大

馨
発
電
所
寧
送
選
電
綬

驚
管
理
に
多
額
槌
資
金

要
す
る
た
め
、
国
霜
奉
で
言

頴
に
わ
た
っ
て
資
金
を
確
蜃

き
る
社
債
の
発
行
を
重
視
し
一

い
る
。
電
力
会
誌
の
社
債
に
山

軽
保
が
付
い
て
詰
り
、
市
藷

擬
者
は
「
低
い
謡
率
で
発
賃

き
る
利
点
も
あ
る
」
善
解
説
ふ

る。
関
宮
は
2
0
1
9
草
庵
軍

資
、
礼
儀
を
4
、
6
、
7
、
へ

舞
に
合
計
9
回
発
行
し
た
。
）

抜
う
ち
8
回
が
嬰
建
て
で
、
調

達
し
た
資
金
は
繋
領
空
千
億
m

追
上
る
。
残
る
王
国
盤
9
月
1
9

垂
は
発
行
し
た
栄
ド
舟
建
て
（

5
億
㌦
（
約
5
4
0
蕾
で
、

こ
れ
を
最
後
に
社
債
を
出
し
）

い
な
い
。
3
メ
ガ
銀
が
支
援
，

拳
」
と
で
、
関
電
窪
曇
藻
肌

に
大
き
室
軽
装
箕
と
み
ー

れ
る
が
、
柵
棒
謡
発
行
で
き
ふ

い
状
態
が
長
引
く
場
合
に
艦

ネ
3
メ
ガ
銀
は
2
千
億
日

退
助
的
蓉
稀
も
殺
め
た
。


